
 「にこにこ寄席」東京公演会場は、新宿

から京王線に乗って四つ目の駅で降り、

商店街を道なりに進んで十分余り、日本

大学文理学部の７号棟エントランスであ

る。学生が各教室に至るための玄関口で、

広くはあるが動かせぬ机あり、巨大な円

柱の柱が中央に並んであり、と条件は決

して良くない。 

 ただ、寄席の設えではないところを無

理やりそれらしくするというのは、「にこ

にこ寄席」の常であり、校務技師お手製の

定式幕を張り、高尾かかりの会社から寄

贈してもらった幟を並べ、ピアノカバー

の裏地を使ってビールケースを覆えばり

っぱな寄席が出来上がった。ちなみにビ

ールケースは高尾にただ一軒の商店から

借りたものである。東京の酒屋にももち

ろんあって事務局があたってくれたのだ

が、今どきは貸してくれないらしい。 

 何だかんだでバンにいっぱいの荷物に

なったのを K 教諭は、奥出雲から会場ま

で運転して運び込んだ。 

 聞けば、東京の大学の落研は、会場設営

に用いる大小の道具をレンタルショップ

で手配するのだという。そんなものがレ

ンタルで用意できるというのもさすがは

東京、と驚いたが、決して安くはなかろう

に、何をするのでも金のかかるところで

ある。 

 日本大学文理学部は、今年騒動になっ

たアメフト部のあるところで、寄席会場

の目と鼻の先に件のグラウンドがある。

だれかが何か言うだろうと思っていたら、

案の定５年生がマクラで使った。 

「悪質タックルに負けずにがんばりま

す。」 

 もっともこれは出発前まで。当日本番

前の練習で、「どうする？」と聞くと、 

「そんなあ、やりませんよ。さすがに」 

と当人は笑っていた。本番、 

「見事なタッチダウンを決めたいと思い

ます。」 

と、変えていた。ここで大きな拍手を浴び

ていたものの、たぶん、ほんとうに言いた

いこと、というかほんとうに言っていた

こと、は会場のお客さんにはお見通しだ

ったことだろう。 
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東京公演２ 

 パンツが仕上がった途端、それに合わ

せた上衣作りをすることを思いついた。

明るい緑のプリント地の方は、残り布で

できる物を考えれば良い。それでできる

のは、ノースリーブしかない。型紙は、袖

のあるブラウスの前身ごろと後ろ身ごろ

を写し取れば、何とかできるだろう。 

 もう一着、フリル付きのスカートに合

う生地を捜しに出かけた。ピンクにとり

どりの色の星がプリントされている生地

にまず目が行った。実は、フリル付きのパ

ンツの生地を捜す際、最後まで迷った生

地だ。赤、青、緑などの星が薄いピンクの

上で映え、実歩が着ると可愛いだろうと

思ったのだ。今回は迷わずにそれを買っ

た。 

 明るい緑地の方から作り始める。袖が

ないので、簡単に縫える。こちらは前開き

のボタン留めにした。買い置きのボタン

に合うのがないので、百均に行ったが、合

うものは見つからなかった。 

 ピンク地のは、前後の身ごろを一枚布

にし、首の部分にゴムを入れ、すぽっと被

るようにしよう。これも簡単に縫い上が

った。上下合わせてみると、明るい緑は上

下お揃いだし、ピンクと薄緑色のフリル

付きキュロットは、出来栄えはともかく、

色の組み合わせがいい。 

 あとは明るい緑の方にボタンをつける

だけだ。畑の帰り、前から目をつけていた

出雲の店に寄った。いつも服地を買う店

より、店舗が広く、品揃えもいい。ボタン

を選ぶのにも、多すぎて目移りし、なかな

か決まらない。生地がにぎやかなプリン

ト地なので、落ち着いた緑のボタンにし

た。レジに向かう途中、ハギレが目に留ま

る。しかも格安だ。50 センチ×1 メート

ルで 200 円台とは。ボタンと一緒にハギ

レも買ってしまった。この一枚のハギレ

から、少ない生地を工夫して作ることを

思いつくようになる。 
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３０代フリーター やあ、ジイさん。安倍

政権は自分たちに歯向かう者を過剰に恐

れ、その行動を封じるモグラたたきを繰

り返している。「あいちトリエンナーレ２

０１９」に補助金７８００万円を出す予

定だったのを取りやめたのもそうだ。 

年金生活者 この場合のモグラは主催者

である愛知県知事の大村秀章だろうな。

彼が政権に歯向かっていると認定された

理由を推定してみる。日本政府は在韓日

本大使館の前に設置された慰安婦像（少

女像）の撤去を韓国政府に要求している

のに、大村はトリエンナーレの企画展「表

現の不自由展・その後」に同様の少女像を

展示することを容認した。その少女 

像に脅迫や抗議が殺到して「表現の不自

由展」を中止したのに、懲りずに再会する

ことを決めた。おもなのはこのふたつだ

ろう。政権はそんなことはおくびにも出

さないが。 

３０代 政府は補助金の不交付の理由と

して、展示内容ではなく「会場の運営を危

うくする事態が予想できたのに申告しな

かった『手続きの不備』」（９月２７日朝

日新聞朝刊）をあげている。 

年金 仮にそれを認めるとしても、「不自

由展」関連分ではなく、トリエンナーレ全

体の補助金７８００万円全額を出さない

ことにしたのは過剰な措置というほかな

い。政権に歯向かった大村にペナルティ

ーを科し、その行動に縛りをかけようと

いう意図があり、またそれを感じさせる

のが狙いでもあると推察される。 

 過去の自民党政権なら、ここまで露骨

なことはしなかっただろう。安倍政権は

それだけ余裕を失っている。余裕を失わ

せているのは、手にした権力の軽さだ。昔

はもっと重く強力だったはずなのになぜ

今は、と彼らは感じているに違いない。 

その背景には何度も言っている国家か

ら個人への権力の分散がある。前世紀の

終わりに近いころ、吉本隆明は家計の中

で選択的消費が必需的消費を上回ったこ

とをとらえ、民衆は選択的消費を一斉に

控えることで、どんな政権でも倒すこと

のできる力を手にした、と指摘した。 

安倍晋三は第１次政権を投げ出し、や

がて民主党に政権を奪われ、さらにその

政権の崩壊を目の当たりにして、そうし

た時代の変化を身に染みて感じたはずだ。

いつ民衆に倒されるかわからないという

脅えが自らの反対者を脅えさせようとす

る行動に向かわせる。 

３０代 そんな政権が底堅い支持率を維

持しているのは何度考えてもよくわから

ない。 
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民主制の未来 

年金 目覚ましい経済発展とは裏腹に前

近代的な独裁を強化している中国の習近

平政権とあわせて考えると、今の民主制

が現在と未来に適合しにくくなっている

のではないかと思えてくる。国民は民主

主義に以前ほど価値を認めなくなってい

るのではないか。 

戦後の日本では民主主義が平和と並ん

で輝かしい価値として扱われた時期があ

った。貧困がありふれたこととみなされ

た時代だ。生活上の自由が現在よりはる

かに制限され、貧富の格差は程度の差に

とどまらず、飢えるかどうかの絶対的な

差として存在した。現実の社会の不自由

と不平等が改められないのなら、せめて

政治の世界においてだけでも自由と平等

が享受できることを国民は求めた。自分

たちの代表者を選ぶ自由、その権利を皆

が等しく行使できる平等だ。 

 高度経済成⾧期を経て家計の選択的消

費が必需的消費を上回った現在、社会に

おける不自由と不平等は当時よりはるか

に縮まった。そのぶん「せめて政治の世界

においてだけでも」という切実さは後退

した。安倍政権が民主制をあなどるよう

な振る舞いをしても、国民の多数が支持

を撤回するところまでいかない理由のひ

とつがそこにあると考えられる。 

３０代 それがエスカレートすると、民

主主義の存在理由が問われる。 

年金 現在の代表民主制に代わるシステ

ムを構想する試みがなされるようになっ

た。東浩紀は「熟議もなければ選挙もな

い、政局も談合もない、そもそも有権者た

ちが不必要なコミュニケーションを行わ

ない、非人格的な、欲望の集約だけが粛々

と行われる『もうひとつの民主主義』」が

情報ネットワーク技術によって可能にな

ると語っている（『一般意志２.０ ルソ

ー、フロイト、グーグル』）。 

 選挙がないから、国民の代表はいない

し、それで構成される議会もない。個人個

人の欲望を満たす日々の行動がＳＮＳな

どのネットワークを通して集約され、社

会の意志が決定される。国民投票が家や

職場や遊び場や街路や乗り物の中で常時

なされているようなものだ。 

これを究極の直接民主制と呼ぶこともで

きる。ただし、私たちが理解する直接民主

制が国家の存在を前提にしているのに対

し、東の言うこの「もうひとつの民主主

義」は近代国家の根幹をなす議会を欠い

ており、その点で国家への依存度が現在

よりはるかに少ない。 

 レーニンは今から１世紀ほど前、来た

るべき社会主義のもとでは住民大衆が

「日常の行政にも、自主的に参加」し、

「すべての人が順番に統治するであろう」

と書いた（『国家と革命』宇高基輔訳）。彼

の言葉にある「自主的」を「自動的」に、

「順番に」を「同時に」に置き換えれば、

東の描く「もうひとつの民主主義」に近づ

く。 


